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研究者：村上　大輔（所属：鹿児島大学 大学院医歯学総合研究科 小児歯科学分野）

研究題目：�小児の口呼吸における関連因子の抽出と治療方法の確立� �
―「機能」と「形態」の評価から歯科的介入効果を検証する―

目　的：
　一般に，顎顔面頭蓋形態は遺伝的要因と環境要因の影響を受けると考えられており，口腔機能
不全などの機能的な環境要因もその形態形成に少なからず関与している。しかし，これらの機能
的な要因が顎顔面頭蓋形態に及ぼす影響については未だ明確な結論を得ていない。一方，小児の
口呼吸は増加傾向にあり，口腔領域においては顎顔面の形態，機能異常だけでなく，口腔軟組織
の炎症や退行性病変の引き金になる，等の様々な弊害が明らかになっている。また，免疫力の低
下，アレルギー等の全身的な疾患との関連性も指摘されており，近年最も注目されている口腔機
能不全の一つである。しかしながら，口呼吸の原因因子については明らかになっていない現状が
ある。
　我々はこれまで，小児の口呼吸における関連因子の抽出と，口唇閉鎖力との関連性に関する研
究を行い，口呼吸と口唇閉鎖力には関係があることを示すことができた 1）。本研究では，口呼吸
が顔面軟組織形態へ与える影響を検証するための基礎データとなる，小児の顎顔面軟組織の標準
的な 3 次元的成長変化を解析したので報告する。

対象および方法：
1）対象
　鹿児島県内で経年計測が可能である健康な 3 歳児 37 名（男児 19 名，女児 18 名）；3〜4 歳計測
群，4 歳児 43 名（男児 26 名，女児 17 名）；4〜5 歳計測群とした。なお，この研究に関しては，
本学医歯学総合研究科における疫学研究等倫理審査の承認済みである（承認番号 93 号）。
2）顔面形状の計測
　 顔 面 形 状 の 計 測 は， 非 接 触 型 3 次 元 デ ジ タ イ ザ
VIVID910（（株）コニカミノルタセンシング，大阪，以
下 VIVID）を用いて行った。対象児をフランクフルト平
面が床面と平行になるように椅子に座らせ，視線を
VIVID のカメラと同じ高さにし，VIVID と被験者間の距
離が 1.5m になるように設定した。計測中は，軽く口唇を
閉じて静止し，前方を注視するように指示した（図 1）。
3）解析
　VIVID による計測で得られた顔面軟組織の形態データから，3 次元形状解析プログラム
3D-Rugle（（株）メディックエンジニアリング，京都）を用いて，図 2 に示す 16 点の顔面計測
基準点（以下基準点）をコンピュータ上でプロットした。

図 1　VIVID による撮影状況
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図 2　顔面計測基準点と 2 点間距離に関する 13 計測項目

�

図 3　3 次元座標系

　図 3 に示す 3 次元座標系に基準点を座標変換し 2），① 2 点間距離に関する 13 項目の解析と，
②�各基準点の 3 次元的成長変化について，同一人物の 3 歳と 4 歳，4 歳と 5 歳の比較を t 検定に

より行った。

結果および考察：

　顔の幅径に関連する項目（ ）では，3〜4 歳，4〜5 歳を通じて多くの項目で有意に増加が
みられた。顔の長径に関連する項目（ ）では，3〜4 歳に比べ，4〜5 歳においてより多くの
項目で有意な増加がみられたが，下顔面の長径に関連する項目（ ）では有意差は見られな
かった。また，鼻の高さ（ ）は，3〜4 歳，4〜5 歳を通して有意に増加がみられた（表 1）。

表 1　2 点間距離に関する 13 項目の解析結果（mm）
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　顔の左右方向（X 軸）への成長は，3〜4 歳，4〜5 歳を通して有意な増加がみられた。顔の上
下方向（Z 軸）への成長は，3〜4 歳に比べ，4〜5 歳においてより多くの項目で有意な増加がみ
られた（表 2，3）。

表 2　各基準点の 3 次元的成長変化（3～4 歳）（mm）

表 3　各基準点の 3 次元的成長変化（4～5 歳）（mm）
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　小児期の口腔機能不全や不正咬合は，成長に伴い顎顔面に影響を及ぼすと言われている。その
両者の関係性を明らかにするためには，小児の顎顔面軟組織の成長についての知見を深める必要
がある。
　本研究では，これまで明らかとされていなかった顎顔面軟組織形態における，3〜4 歳，4〜5
歳の成長変化の相同性，相違性を明確にすることができた。本研究の結果および評価方法は，小
児の顎顔面軟組織の成長を解明する一助になることが期待される。
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